
平
安
時
代
末
期、

天
痰
（
一
ー

四
四
年
）

以
前
に、

「
い
ろ
は
」

四
七
部
に
よ
る
音
分
類
と
意
義
分
類
と
を
併
用
し
た
両
期
的
と
も
言

え
る
分
類
形
式
を
持
っ
て
、

既
に
成
立
し
て
い
た
色
葉
字
類
抄
は
、

多
く
の
古
辞
杏
の
中
で
も、

日
本
語
を
主
体
と
す
る
辞
世
の
原
典
と

も
言
う
べ
き
存
在
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
色
葉
宇
類
抄
系
の
諸
本
（

以
後、

「
い
ろ
は
字
類
抄
」

と
総

称
す
る
こ
と
に
す
る
。
）
と
し
て
現
存
す
る
も
の
は、

次
の
よ
う
に、

か
な
り
の
種
類
に
及
ん
で
い
る
。

原
形
本

J
碑
倉
時
代
中
期
の
害
写
に
な
る
と
い
う
零
本。

節
用
文
字

こ一
巻
本
「
色
葉
字
類
抄
」

を
平
安
時
代
末
期
（

川
頻

一

馬
博
士
御
説
）

ぁ`
る
い
は
鎌
倉
時
代
（

山
田
孝
雄
薄
士
御
説
）

に

害
写
し
た
と
い
う
零
本。

二
巻
本
世
俗
字
類
抄

こ
止
戸
時
代
中
期
以
後
の
宙
写
か
。

識
語
等

は
な
い
。

一
、

は

じ

め

に

二
巻
本
色
葉
字
類
抄
こ

長
窟
元
(
-
―

六
三
）

年
ま
で
に
改
厠
さ

れ
た
上
下
二
巻
四
冊
本。

永
録
八
（
一

五
六
五
）

年
の
害
写。

十
巻
本
伊
呂
波
字
類
抄
と

練
倉
時
代
初
期
に
増
補
さ
れ
た
十
巻、

完
本。

七
巻
本
世
俗
宇
類
抄
」

文
明
九
（
一

四
七
七
）

年
頃
の
書
写
と
言

わ
れ
ろ
。

第
三
巻
を
欠
き、

他
巻
の
一

部、

奥
宙
き
に
も
損
偏
の
み

ら
れ
る
六
冊
本。

し
か
し
、

こ
れ
ら
「
い
ろ
は
字
類
抄
」

の
成
立
年
代
は
い
ず
れ
も

明
ら
か
で
な
い
。

そ
の
上、

諸
本
の
種
類
が
多
い
割
に
残
存
写
本
が

少
な
い
こ
と
も
手
伝
っ
て
か、

系
譜
に
関
し
て
は、

先
学
の
諸
説
が

あ
る
も
の
の
、

ま
だ
定
説
と
言
え
る
も
の
は
な
い
。

成
立
や
系
譜
を

明
ら
か
に
し
て
い
く
上
で
、

識
語
等
の
外
的
手
が
か
り
が
ほ
と
ん
ど

得
ら
れ
な
い
以
上、

絹
纂
形
式
・

所
収
語
棠
等
に
現
わ
れ
ろ
内
部
徴

証
に
頼
る
し
か
な
い
。

そ
こ
で
、

今
回
は、

単
に
先
学
の
御
研
究
を

跡
ず
け
る
だ
け
に
終
わ
ろ
か
も
し
れ
な
い
が、

一
、

「
い
ろ
は
字
類

抄
j

の
系
譜
に
お
け
る
意
義
分
類
の
変
遷。
一
、

人
事
・

辞
字
門
に

宅

「
い
ろ
は
字
類
抄
」
に
お
け
る
意
義
分
類
の
変
遷
と
ゆ
れ

ち

ぐ

さ
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,
9
 

9
,
.

＇

,

 

・

’
 

0

9,i9,

;
9•9:

'i,

' 

'

・

・

9,

9

,
 

9
9
,
＇

,

.

 

9999•

9
··’ 

'

・

・

・

'

 

•

•9

,
9

99
9, 

9
,
.
1

ー

9
・

,

・

,99

9

9

9

;

,

9

_

 

・
'

,
・
,
．
,
．
,

9

.

,

9

・

,

 

.. ‘

,＇ 

'
,
 

,

9

,

9

・

,
9

9

,
 

—

’
ー
，

．． 

9

．
9
9
9
:
＇
！
·
·

ー

1
.

』
＂
：

i

:

1

,
＇

•

•

9
9
·
9

9

·

’

:
9

,

．:
 _

_

 

,

99
99
99
・'‘,＇,
＇ 

·1,",9

·

I
'··,

'··

• 

9
”

9

,

.

9
,
 

9
99

,
 

9
,9
・’
 

|
＇
，

ー
！
，
＇
・

ー

·

"
．
'

,

＇

,
9
,＇
：
•
9
,

9

,
j

9
・
 

•

9 

9
,・
9

.
‘’ 

・・
・
,

9
,
 

お
け
る
分
類
意
識
の
ゆ
れ
に
み
ら
れ
る
編
纂
意
識
の
問
題
。
以
上
、

二
面
か
ら
謡
査
を
す
す
め
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

二
、
意
義
分
類
の
変
遷

そ
の

「いろは宇類抄」の意義分類の一般的な形式は、天象・

地儀・植物・動物・人倫・人体・人事・飲食・雑物・光彩

・方角・員数・辞字・重点・畳字・諸社・諸寺・国郡・官

，職・姓氏・名字の1二門であったと認められる。しかし、

初めからニーの分類項目がたてられていたわけではなく、

語菜が増補されるに従って、分類項目も、次に図示したよ

うな課程で、あるいは細分化され、あるいは新しい範疇の

分類項目が加えられていったことが、諸本の意義分類を比

較することによって伺える。

第一段階における「いろは字類抄」の意義分類は、いわ

ゆる「原形本」の現存部分から確認できる、地儀：人倫．

人体・動物・紺物・飲食・員数・詞字の九門に天象・光彩

・方角の三門を加えた―二門であったと考えられる。この

三門が存在していたことは、残存部分がチ・リ・ヌ・ル・

ヲという所収語黎の少ない部であること、そして、実際、

他本においてもこれらの部には天象・光彩・方角の三門が

存在していないことからほぼ間違いないことと考えられる。

詞字は他の諸本にはみられない分類項目であるが、

表
町＾員飲雑植動人人地＾

原I 
シシ数食物物物体倫儀シ 嬰

謳闘欝胃臀閂饂尻塁塁／／籠森偽魯昌／／羹 節嬰字
., 

斡胃””“”””””””””/I.II II II II II II ~ 

世

” ” ” 郡国 ” ” ” ” ” ” ” ” ” ” ” ” “ ” ” ” ” 色

＝ 
II II II II II II II II II II II II II II II II II II II 、/ II 

色

名字 ,~ II II II II II II II II II II II II II II II II II II II 十
伊

嘉、一 II II II II II II II II II II II II II II II II II II II II 
七
世
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人
名

姓
氏

名
字

官
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所
名

（
国
名）

重畳辞人—--―­

点字字事

i
平
安
韻

字
集」

詞方光貝飲雑植励人人地天
字角彩数食物物物体倫儀象
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辞
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人
事
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/
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33

24
 

18 

臼22
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命
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令

合

合
／3
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2

2

2

2

2
 

/39

/40

/110

/253

/
48
 

13

16

18

18

17
 

原

節
二
世
二
色
三
色
十
伊
七
世一
原

節
二
世一
色
三
色
十
伊
七
世

り
／11
％
ゾ11
%-

士

図

第
一

段
階

第
二

段
階

第
三
段
階

り

門
の
所
収
語
漿
は 、

他
の
諸
本
の

人
事
・

辞
字

・
昼
字
の
内
容
に
該

当
す
る 。

「
原
形
本」
の
詞

字
門
に
所
収
さ
れ
て
い
る
語
槃
が、

他

の
諸
本
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
に
分
類
集
録
さ
れ
て
い
る
か
を

数
塁

的
に
示
し
た
の
が
表
n

で
あ
る 。

表
11

（
注
）
0

分
母
は
諸
本
に
お
け
る
所
収
語
盤

数

（
延
べ

語
数
）

0

分
子
は
「
原
形
本」
と
諸
本
間
の
共
通
語
槃
数



盟
問
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促
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迩
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散
サ
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ー、嬢

閉

晋
チ

哲
附

周

巧

親
＞ムチカ

9̀
ー9ー＊＇

 
チカン

幾

叫同!

実
際
の
例
と
し
て 、

ち
部
詞
字
の
場
合
を
次
に
記
す 。

「
原
形
本，一
ち
部

詞
字

ケイ

一
奨

t
カ．

勅．

忠I

副
いム鼻ヂカ＞

旦 。 I 15 原

°/3 : 8/34 % 

% ゜
゜

゜

／
／ 
／

4

5 

4 

: 
% ％ 面

1 9/ 62 4/ 14 
色I 

I 9命 賃4

； 
I l 9 // 65 4/ I4 

°/。| 9/i5 1/7 
3' 0 原 る

I 
3
叫 °/0 ％ 
3
/io I 0/0 ％ 匝

3/10| °/0 ％ 邑
3乍l °/0 ％ 

； 
3/ 29 l 1 o/ 0 °/ ゚

2今！ 0／
2

※1/7 

※

留
守

チン
コ

鎖．
農

こ
こ
に
集
録
さ
れ
て
い
る
五
五
の
語
致
が 、

他
の
諸
本
に
お
い
て
ど

の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
る
か、

た
と
え
ば 、
二
巻
本
「
世
俗
字
類

抄」
の
場
合
で
み
て
み
よ
う 。

「
突」
以
下 、

前
記
の
例
中
で
傍
線

を
付
し
た
七
語
が
人
事
門
に、

「
隣」
以
下 、

波
線
を
ほ
ど
こ
し
た

チ
ク

値
遇

チy>ヨ
ク

瀧
辱＂

＞
ヤ

陳
謝

チクカウ
寵
幸

一

寵
愛

●-

―
 
ト
ム

遅
鈍
．

チ
ク
テ
イ

忠
貞．

＇
 

チッキン
眠
近

馳
聞

停
止

I
-

年
老
ツ
カ
ヘ
せ
ル
也
．

L

I

_

治
方

治
略

治
術

張
本

遅

装

ーテ

tイ

ー

致
仕

持
百

玲
美

チウ拘
猥

イタム
心
也

．

．

＊＇
ヨ

蟄
居

キ
持
涙

闘

f
ッ

沈
没

チ

ア
ン

痕
暗

闘

9‘，
イ

勅
命

,．――
――
 

チ
マ
ム

袂
涌

_

_

尉

幻
彰

-

.

キャウハウ

チ
イソ

扱
望

遅
別

チ
カえ
る＞

贔
眉

沈
吟

チク＞ャ
ク

チ
イ
ン

チ

n

抽
賞

知
音．

知
巳
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七
語
が
辞
字
門
に、

「
贔
眉」

以
下、

行
あ
け
の
後
に
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
二
字
熟
語
三
七
語
中、

二
重
傍
線
を
付
し
た
二
四
語
が
掻
字

門
に
集
録
さ
れ
て
い
る。

こ
の
よ
う
に
「
原
形
本
」

の
詞
宇
（
二
字

熟
語
は
除
く
）
に、

他
の
諸
本
の
場
合
に
は、

人
事
門
あ
る
い
は
辞

字
門
に
該
当
す
る
語
が
混
合
し
た
形
で
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は、

詞
字
（
辞
字
）
門
が
純
粋
な
意
義
分
類
で
は
な
い
た
め、

人
事

に
か
か
わ
る
意
味
内
容
を
持
っ
た
用
言
を
も
含
め
得
る
と
い
う
項
目

注一

の
性
格
か
ら
考
え
て
も、

川
瀬
一

馬
栂
士
の
言
わ
れ
る
よ
う
な
人
事

門
の
「
項
目
の
脱
落
」

や
「
苔
写
上
の
誤
脱
」

で
は
な
く、

所
収
語

製
の
少
な
か
っ
た
当
時
に
お
い
て
は、

同
一
概
念
の
も
と
に
扱
わ
れ

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る。

表
n

か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に、

他
の

諸
本
に
比
べ
、

所
収
語
批
が、

特
に
登
字
門
に
お
い
て
極
船
に
少
な

い
こ
と
も
合
せ
考
え
る
と、

諸
本
に
み
ら
れ
る
分
類
項
目
が
後
に
合

併
ざ
れ
た
の
で
は
な
く、

こ
の
「
原
形
本
」

が
古
形
で
あ
り、

辞
北
hr

の
一
般
的
頷
向
に
遅
わ
ず、

語
故
を
増
補
す
る
に
従
っ
て
項
目
を
も

細
分
化、

増
加
さ
せ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る。

と
な
る
と、

従
来
「
い
ろ
は
字
類
抄」
の
意
義
分
類
に
影
櫻
を
与

注
1

-

え
た
と
言
わ
れ
て
い
る
「
平
安
韻
字
集」
と
の
か
か
わ
り
も、

再
考

の
余
地
が
出
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る。

す
な
わ
ら、

意
義
分
類
の

変
造
課
程
か
ら
考
え
る
な
ら
ば、

『
平
安
船
字
集」

が
彩
製
を
与
え

た
の
は
第
二
•
第
三
段
階
の
「
い
ろ
は
字
類
抄」
に
対
し
て
で
あ
り、

第
一
段
階
の
で
い
ろ
は
字
類
抄」

か
ら
は
逆
に
影
熊
を
受
け
た
と
い

巨l 男
ヲ

雄

緒

糾
呵

司 済l

岳I 尾l

名
—

う
相
互
関
係
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
可
能
に
思
わ
れ
る。

し
か
し、

現
存
「
い
ろ
は
字
類
抄
.J

の
推
定
成
立
年
か
ら
は、
『
平
安
韻
字
集」

へ
の
影
迦
を
考
え
る
の
は
と
て
も
無
理
の
よ
う
で
あ
る。

お
そ
ら
く、

『
平
安
韻
字
集」
の
影
製
の
も
と
に
成
立
し
た
で
あ

ろ
う
第
二
段
階
に
お
け
る
「
い
ろ
は
字
類
抄」
の
意
義
分
類
は、

い

わ
ゆ
る
「
節
用
文
字」
の
意
義
分
類
の
よ
う
な
形
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る。

若
杉
哲
男
氏
に
よ
る
嘩一、

二
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」

も
第

二
段
階
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る。

表
ー
中
に
括

弧
を
付
し
て
示
し
た
よ
う
に、

「
節
用
文
字
」

ヲ
部、

二
巻
本
『
世

俗
字
類
抄」

勢
部
の
国
郡
門
に
異
同
が
あ
り、

「
魔
名
」

と
い
う
分

類
項
目
名
が
み
え
る
の
は
r
平
安
韻
字
渠」
か
ら
の
彩
梱
の
残
存
か

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る。

七
巻
本
「
世
俗
字
類
抄
J

に
お
い
て
は、

名
字
門
が
「
俗
名
」

と

呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
く、

現
存
し
て
い
る一＿一
九
部
中
の
一
七
部
に
及

ん
で
い
る。

名
字
門
に
相
当
す
る
門
で
あ
る
こ
と
は、

次
の
よ
う
に

所
収
語
致
を
比
較
し
て
み
る
と
明
ら
か
で
あ
る。

例、

（
注）

共
通
語
粟
に
は
傍
線
を
付
し
た。

二
巻
本
「
世
俗
字
穎
抄」

乎
字
部
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音
？＇

し
閲

押
ヮ＞

臣

叫

瑚
則
利
氷

苗
ヲ
ヵ

岳
同

こ
の
「
俗
名」

と
い
う
項
目
名
は、

「
い
ろ
は
字
類
抄J
だ
け
で
な

く、

管
見
に
よ
る
限
り
は
他
の
意
義
分
類
体
辞
杏
に
も
見
あ
た
ら
な

＇
い。

七
巻
本
r
世
俗
字
類
抄」
の
特
異
性
の
―
つ
で
あ
る。

三、

分
類
意
識
の
ゆ
れ

こ
と
ば
を
分
類
す
る
に
あ
た
っ
て
意
義
分
類
を
用
い
る
と
す
れ
ば、

ど
の
分
類
項
目
に
収
め
る
か
と
い
う
迷
い
が
必
ず
生
じ
て
く
る。
こ

と
ば
の
意
味
が
一
面
的
な
も
の
で
な
い
以
上、

ま
た、

辞
典
と
し
て

用
言
等
を
も
扱
お
う
と
す
る
場
合
に
は
な
お
さ
ら
の
こ
と、

こ
の
迷

い
は、

屈
慕
者
に
と
っ
て
も
利
用
者
に
と
っ
て
も
ひ
じ
ょ
う
に
大
き

な
問
題
点
だ
と
思
わ
れ
る。

「
い
ろ
は
字
類
抄」

の
分
類
項
目
名
を

見
た
だ
け
で
も、

純
粋
な
意
義
分
類
だ
け
で
は
処
理
し
き
れ
ず、

形

体
的
に
（
例、

重
点
・
畳
字
）
、

文
法
的
に
（
例、

辞
字
）
と、

さ

て、

名
詞

ま
ざ
ま
の
観
点
か
ら
の
分
類
基
準
を
用
い
て、

何
と
か
し

だ
け
で
な
く
す
べ
て
の
語
を
う
ま
く
分
類
し
よ
う
と
し
た
縞
者
の
苦

心
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が、

そ
の
苦
心
の
ゆ
え
に、

「
い
ろ
は

七
巻
本
「
世
俗
字
類
抄」

遠
部

俗
名

巨l

liI

長
ヲ
サ

剰
叶

字
類
抄
j

が
辞
典
と
し
て
有
用
な
も
の
と
な
っ
た
反
面
に、

分
類
が

複
雑
な
様
相
を
呈
す
る
と
い
う
結
果
を
も
招
い
て
し
ま
っ
た
よ
う
で

あ
る。さ

て、

前
述
の
よ
う
に、

「
い
ろ
は
字
類
抄」
で
は
「
原
形
本」

の
詞
字
門
を、

あ
る
時
新
た
に
人
事
・
辞
字
・
畳
字
と
い
う
三
つ
の

門
に
細
分
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
だ
が、

は
か
ら
ず
も
こ
こ
に、

意
義
的
・
文
法
的
・
形
体
的、

三
種
の
分
類
基
準
が
用
い
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た。

こ
の
三
種
の
分
類
基
準
を
用
い
て、

語
は
実
際
の
と

こ
ろ
ど
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か。

諸
本
間
に
相
違
は
な

い
の
だ
ろ
う
か。

そ
こ
で
次
に
は、

人
事
門
と
辞
字
門
と
の
所
収
語

棠
を
比
較
調
査
し
て、

分
類
に
現
わ
れ
る
屈
菜
意
器
の
問
題
を
探
っ

て
み
る
こ
と
に
す
る。

た
だ
し、

諸
本
の
残
存
部
分
の
都
合
上
等
か

ら、

調
査
対
象
は
チ
・
リ
・
ヌ
・
ル
・
ヲ
・
オ
の
六
部
に
限
る。

ま

た、

畳
字
門
は
形
体
的
分
類
法
を
と
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う。

七
巻
本

E
世
俗
字
類
抄」
る
部
の
七
話、

す
な
わ
ら、

表
II
に
注
記
し
て
あ

る
「
留
守」

他、

「
流
人」
・
「
流
罪」
・
「
流
榮」
．
云
流
血」

・
「
類
火」
・
「
留
連」
と
い
う
二
字
熟
語
が
人
事
門
に
収
め
ら
れ

て
い
る
と
い
う
注
目
す
ぺ
き
事
実
を
除
く
と、

分
類
上
の
問
題
に
は

な
ら
な
い
た
め、

こ
こ
で
は
調
査
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ
と
に
す
ろ。

ま
ず、

概
観
し
た
と
こ
ろ
で
は、

分
類
項
目
名
か
ら
当
然
予
想
で

き
る
こ
と
で
は
あ
る
が、

「
い
ろ
は
字
類
抄」
に
共
通
な
基
本
的
傾

向
と
し
て、

人
事
門
に
人
間
の
意
志
や
行
為
・
心
的
状
態
な
ど
を
あ
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表
m 突

』
色
叶

チ
キ
リ

チ
ヽ
リ

チ
＼
ル

チ
キ
ル

チ
キ
リ

三
・

色

十
・

伊

ら
わ
す
語
を 、

辞
字
門
に
主
と
し
て
用
言
を
集
録
す
る
と
い
う
分
類

基
準
が
認
め
ら
れ
る 。
こ
の
基
本
的
分
類
基
準
に
よ
っ

て 、

諸
本
の

共
通
所
収
語
彼
の
大
部
分
が 、
と
も
に
同
じ
門
に
分
類
さ
れ
て
い
る 。

し
か
し 、．
そ
れ
ら
多
く
の 、

同
じ
門
に
分
類
さ
れ
た
語
に
も 、

人

事
門
の
場
合
に
は
諸
本
間
に
注
目
す
べ
き
相
違
が
見
ら
れ
る 。

次
に

例
示
す
る
よ
う
に 、

訓
注
記
を
名
詞
形
で
付
す
か 、

動
洞
形
で
付
す

か
で 、

諸
本
が
「
原
形
本」
・

「
世
俗
字
類
抄」
系
と
「
色
葉
（
伊

呂
波
）
字
類
抄」
系
と
に
ほ
ぼ
二
分
さ
れ
る
の
で
あ
る 。

例 、

（
注）

名
詞
形
に
傍
線
を
付
し
た 。

原
形
本

ニ
・

世

七
・

世

緬
纂
意
識
を
考
え
る
に
あ
た
っ

て
は 、

全
体
か
ら
み
る
と
た
と
え

数
歴
的
に
僅
か
で
は
あ
っ

て
も 、

人
事
と
辞
字 、

両
方
の
門
に
重
出

し
て
い
る
語
の
存
在
が
無
視
で
き
な
い 。
そ
こ
で 、

人
事
・

辞
字
両

門
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
語
を
取
り
出
し 、

対
比
で
き
る
よ
う
に
ま
と

め
て
み
た
の
が
表
m
で
あ
る 。

表
m

（
注
）
X
印
は
該
当
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
こ
と 、

／
印
は

該
当
語
が
集
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
す ．

愉 盟

同（
委
フ
）

チ
カ
ヒ
ト

モ

誓

チ
カ
イ

同
（
チ
カ
イ）

同
（
ヌ
ス
ム
）

チ
カ
ヒ

同
（
チ
カ
ヒ）

ヌ
ス`

t

r
―` ̂  

ヌヌチ同チ
ススカ カ
こシ＄フ ヒフ

（
ヌ
ス
ム
）

ヌ
ス`
と

チ
カ
フ

チ
カ
フ

チ
キ
リ
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ち
部
で
は
、

「
原
形
本
」

で
詞
字
門
に
収
録
さ
れ
て
い
た
「
近
」

・

「
隣
」
、

訓
「
チ
カ
シ
」

と
い
う
語
が
、

龍
の
諸
本
に
お
い
て
は

辞
字
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、

用
言
は
辞
字
門
に
と
い
う
分

類
基
準
に
適
っ
て
い
る
。

「
世
俗
字
類
抄
」

系
の
場
合、

人
事
門
で

は
訓
注
と
し
て
名
詞
形
を
付
そ
う
と
す
る
意
識
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず、

七
巻
本
「
世
俗
字
類
抄
」

だ
け
が、

「
殆

彎

男
15」
を
人
事
門
に
収
録
し
た
の
は
、

注
記
か
ら
考
え
て
、

人

間
の
問
題
と
し
て
捕
え
た
た
め
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

ぬ
部
の

「
抽
」

の
場
合
も
同
じ
よ
う
に
解
釈
で
き
る
。

り
部
の
「
略
」

の
場

合
は、

重
出
し
て
い
る
三
巻
本
「
色
葉
字
類
抄
」

と
十
巻
本
「
伊
呂

波
字
類
抄
」

に
お
い
て
、

人
事
門
で
は
体
言
形
の
訓
注
を
付
し
、

辞

字
門
で
は
動
詞
形
の
訓
注
を
付
す
と
い
う
対
立
を
み
せ
て
い
る
。

ぬ

部
で
は
、

「
原
形
本
」

で
「
ヌ
ス
ム
」

と
い
う
動
詞
形
の
訓
注
を
付

さ
れ
て
い
た
「
盗
」

・

「
愉
」

な
ど
が
人
事
門
に
収
録
さ
れ
る
に
あ

た
っ
て
、

「
節
用
文
字
」
.

r
世
俗
字
類
抄
」

系
で
は
名
詞
形、

「
色
葉
字
類
抄
」

系
で
は
動
詞
形
の
訓
注
を
付
さ
れ
て
い
る
。

七
巻

本
r
世
俗
字
類
抄
」

と
十
巻
本
「
伊
呂
波
字
類
抄
」

の
場
合
は
辞
字

門
に
も
こ
の
語
を
収
録
し
て
い
る
が、

七
巻
本
「
世
俗
字
類
抄
」

が

人
事
門
で
は
名
詞
形
の
訓
注
を、

辞
字
門
で
は
動
詞
形
の
訓
注
を
付

す
と
い
う
対
立
を
み
せ
て
い
る
の
に
対
し、

十
巻
本
r
伊
呂
波
字
類

抄
J

の
場
合
は
両
門
と
も
に
動
詞
形
の
訓
注
を
付
し
て
い
る
。

こ
の

よ
う
に
み
て
く
る
と、

人
事
門
と
辞
宇
門
の
分
類
に
用
い
ら
れ
た、

意
味
的
側
面
か
ら
深
く
人
間
に
か
か
わ
る
語
彙
か
一

般
的
な
語
彙
か
、

文
法
的
側
面
か
ら
体
言
か
用
言
か
と
い
う、

二
重
構
造
に
な
っ
た
基

準
を
比
較
的
明
確
に
意
識
し
て
い
た
の
は、

「
世
俗
字
類
抄
」

系

（

「
節
用
文
字
」

も
含
む
か
。

誠
査
対
象
と
な
る
語
数
が
少
な
い
た

め
断
定
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
）
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。を

部
の
場
合
に
は、

前
述
の
意
味
的
・

文
法
的
分
類
基
準
の
問
題

に
、

更
に
ア
行
の
「
お
」

と
ワ
行
の
「
を
」

と
を
ど
の
よ
う
に
区
別

し
て
い
る
か
と
い
う
問
題
が
絡
ん
で
く
る
。

そ
こ
で
、

表
III
と
同
じ

方
法
で
を
部
の
人
事
・

辞
字
両
門
に
提
出
さ
れ
て
い
る
語
を
取
り
出

す
だ
け
で
な
く、

お
部
を
も
対
比
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

そ
れ
が
表

N
で
あ
る
。
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お
部

を
部

を
部
あ
る
い
は
お
部
に
な
る
と 、

人
事
門
で
あ
っ
て
も
他
の
部
の
よ

う
に
は
名
詞
形
が
見
ら
れ
な
く
な
る 。
二
巻
本
r
世
俗
字
頚
抄」
に

お
い
て 、
わ
ず
か
一
例
「
思」
・

「

梢」
等
を

「

オ
モ
ヒ
」

と
訓
じ

た
例
が
あ
る
の
み
で
あ
る 。

次
に
い
く
つ
か
示
し
た
例
の
よ
う
に 、

意
味
の
上
で
深
く
人
間
と
か
か
わ
り
を
持
つ
語
政
が
多
い
に
は
巡
い

な
い
の
で
あ
る
が 、
こ
れ
ら
の
語
梨
の
名
詞
形
が
な
い
わ
け
で
も
な

い
の
に、
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か 。

．

例 、

・

「

疎
ォ
ロ
ソ
カ
ナ
リ
」

「
教
ヲ
シ
フ」
・

「
威

ヲ
ト
ス
」

コg
ヲ
ロ
カ
ナ
リ
」

等

「
老
ォヒ
ク
リ
」
・

「
阿
オ
モ
ネ
ル」

等
「

を
」

と

「

お
」

の
区
別
に
関
し
て
は 、

大
野
晋
関
士
が 、

「
色

業
字
類
抄
が
r
を
」

「
お
」

の
分
類
を
当
時
の
ア
ク
セ
ン
ト

の
上
平

に
基
い
て
行
っ
た
こ
と
は
殆
ん
ど
疑
ひ
な
い
こ
と
で
あ
る 。
そ
し
て、

か
か
る
分
類
は 、

色
梃
字
類
抄
に
至
っ
て
は
じ
め
て
行
は
れ
た
も
の

で
は
な
く 、
そ
の
前
身
と
推
定
さ
れ
る
二
巻
本
但
俗
字
類
抄 、

更
に

は 、

所
謂
r
原
節
用
文
字
」

に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る」
と
述
ぺ

て
お
ら
れ
弓
三
巻
本
「
色
策
字
類
抄
」

を
み
る
と 、

確
か
に
関
士

の
御
開
査
ど
お
り
で、

「
を
」
・

「

お
」
の
両
部
に
匝
ね
て
掲
戦
さ

れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
う
え 、

人
事
・

辞
字
の
両
門
に
同
一
語
を

重
出
さ
せ
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
い 。
し
か
し 、
そ
の
点 、

他
の
諸

「奢
ヲコ
ル

」

七 十

＇ I/ 世 伊 批

g 5 ゜ 1 讐

両部
ど

4 5 2 ヘ--,ぉ

［
← 

屑
·

'1 15 1 1 へ字辞

表
＞

本
は
ま
た
述
っ
た
様
相
を
示
し
て
い
る 。

「
節
用
文
宇」
を
は
じ
め 、

二
巻
本
及
び
七
巻
本
「
批
俗
字
類
抄」 、
十
巻
＊
r
伊
呂
波
字
類
抄」

い
ず
れ
の
楊
合
に
も 、

語
を
収
録
す
る
部
の
提
同
例
や 、

「
を」
．

「
お
」
両
部
へ
の
重
出
例 、

さ
ら
に 、

人
事
・

辞
字
の
両
門
へ
の
重

出
例
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ 。
そ
れ
ら
の
例
の
概
数
を
ま
と
め
て
み

る
と 、

表
＞
の
よ
う
に
な
る 。

こ
れ
ら
の
例
は 、

所
収
語
函
全
体
か
ら
見
れ
ば 、
と
く
わ
ず
か
な
数

で
は
あ
る
が 、

諸
本
の
厠
者
の
分
類
意
誨
の
一
端
を
伺
う
こ
と
は
で

き
そ
う
で
あ
る 。
な
ん
と
い
っ

て
も 、
三
巻
本
「
色
菓
字
頷
抄
J

の

分
類
は 、

ど
の
点
か
ら
み
て
も
み
と
と
に
整
理
さ
れ
て
い
る 。
「
節

用
文
字」
・

ニ
巻
本
r
世
俗
字
類
抄」
で
は 、
ア
ク
セ
ン
ト
に
よ
る

分
類
を
栢
極
的
に
否
定
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
い
か
な
い
に
し
て
も 、

「
を
」
・

「

お
」

両
部
へ
の
重
出
例
が
あ
る
こ
と
で 、

分
類
意
識
の
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明
確
性
に
欠
け
る
面
が
伺
わ
れ
る。

＋
巻
本
「
伊
呂
波
宇
類
抄
」

七
巻
本
「
世
俗
字
類
抄
」

に
し
て
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。

が、

十
巻

本
「
伊
呂
波
字
類
抄
」

の
場
合
に
は
更
に、
三
巻
本
「
色
葉
字
類
抄」

と
共
通
の
語
粟
が
多
く、

語
順
さ
え
も
完
全
に
一

致
し
て
い
る
部
分

が
あ
る。

と
こ
ろ
が、

そ
の
一

致
部
分
に
さ
え、

三
巻
本
r
色
葉
字

類
抄
J

と
の
間
で
門
の
異
同
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
上、

部
・
門
と
も
に
重
出
さ
せ
る
傾
向
が
強
く
伺
わ
れ、

そ
れ
は
利
用
者

の
検
索
の
便
宜
を
考
え
て
の
こ
と
か
と
も
思
わ
れ
る
。

七
巻
本
r
世

俗
字
類
抄
」

の
場
合
は`

特
に
収
録
部
の
異
同
例
が
目
立
つ
の
で、

成
立
し
た
時
代
性
と
の
か
か
わ
り
を
考
え
て
み
る
必
要
も
あ
る
だ
ろ

”
?
 何

分、

チ
・
リ
・
ヌ
・
ル
・
ヲ
・
オ
と
い
う、

C
く
わ
ず
か
な
部

に
限
っ
て
の
調
査
で
あ
り、

傾
向
性
を
指
摘
で
き
た
に
す
ぎ
な
い
。

全
体
的
で
、

よ
り
詳
細、

多
面
的
な
検
討
は
今
後
の
諌
題
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

注
二
、

注
三、

注
一
、

,

「
古
辞
苔
の
研
究
」

大
日
本
雄
弁
会
講
談
社

三一

九
ペ
ー
ジ

昭
和
30
年
ll
月

「
詩
苑
韻
集
の
部
類
立
て
と
色
葉
字
類
抄」

吉
田
金
彦

「
本
邦
辞
書
史
論
叢
」
（
山
田
忠
雄
緬

三
省
堂
）
所
収

．

昭
和
42
年
2
月

「
世
俗
字
類
抄
・
節
用
文
字
か
ら
色
葉
字
類
抄
へ
」
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「
本
邦
辞
習
史
論
叢
」
（
山
田
忠
雄
編

御
指
導
下
さ
い
ま
し
た
大
友
信
一

先
生
を
は
じ
め、

何
か
と
力
に

な
っ
て
下
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
致
し
ま
す。

（
岡
山
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
生
）

.,`
g̀

‘`
;̀
r.
土tfr.9,｝.
し
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if̀
t\＇．＇トート．ー、V9・・―.
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 1̀f̀
‘̀‘,̀
f̀
こ.l
},.
シ:ts

研
究
室
受
贈
図
書
雑
誌
目
録
皿

国
語
と
教
育

第
五
号
（
長
崎
大
学）

国
語
と
教
育

第
九
号
（
大
阪
教
育
大
学）

国
際
日
本
文
学
研
究
集
会
議
録

第
四
回
（
図
文
学
研
究
資
料
館）

国
書
逸
文
研
究

第
五
号
（
国
習
逸
文
研
究
会）

国
文
学

第
五
十
七
号
（
関
西
大
学）

国
文
学
会
誌

第
十
六
号
（
京
都
教
育
大
学）

国
文
学
会
誌

第一一
十
四
号
（
新
潟
大
学）

国
文
学
研
究

第
七
十
三
集、

第
七
十
四
集、

第
七
十
五
集
（
早
稲

田
大
学）

国
文
学
研
究

創
刊
号
（
群
馬
県
立
女
子
大
学）

国
文
学
研
究
資
料
館
講
演
集

注
四、

「
仮
名
逍
の
起
源
に
つ
い
て
」

至
文
堂
）

所
収

三
省
堂
）
所
収

昭
和
42
年
2
月

（
「
図
語
と
国
文
学」

昭
和
25
年
12
月

-43-




